


































本作は r聖仏随念経.1 (D.東北No.279.P.大谷No.945) を承けた無著 Hム随念
註j(D.東北No.3982.P.北京No.5482)に対する復註である。インド・チベットで





































呈pattyangani)Jとの密譲な関係が理解できる O この関係は f仏随念広註jには説かれ
ていない。臨預流支の各項目は(1)仏への浄信 (2)法への浄信 (3)僧への浄信
(4 )聖所愛の戒である。つまり仏関念は r(1)仏への浄信」に相当し修道にお










4) cf本Et[1995J p.14 No.23.信 (sraddha)sraddha cetasa与prasadsり/satya-ratna-karma 
phalabhisaf'!lpraty宮yaiti apare / (AKBh. 55， 6)信とは心が澄むことであるo 1也の[一部の]






























































































の後継者ダルマキールテイの(-量評釈 Pramã~聞かittika 第 2 章「量の成就
Pramanasiddhi. ，τ'shad grub paJであり，後代にも引き継がれていくことになる7)。
7) ツオンカパの高弟タルマリンチェン?忍:評釈の釈論・解脱退作明 1harlam gsal毛 C東北










・世親 .Sangs rgyasワ'essu dran pa'i rgya cher 'grel pa (Skt. Buddhaημstm:ti-(ika.仏随念広註)




・'Phagspa sangs rgyas ?:，た'ssu dmn pa (Skt. Arya-Buddhanusmrti，聖仏随念経)










った仏世尊彼を，正しい量というべきですJ(cf. r戸開地J(r大五歳 30，p.443b. 460a)) 






























. 無著 S品angsr管;gy，戸'asてぴ抑戸戸essu dra~仰npμa'i'g討rel午pa (侶Skt王ct.Buddl加~ä附n町吋rグI1ト-v吋J





・没親.r.肋mpar bshad pa'i rなspa (Skt.ゆ均司yukti. 釈制命)
cf.Jong Cheol LEE [2001] pp.34-36.和訳山口 [1973]pp.528-531 





cf. N. H. Samtani口971]pp.240ω248. 和訳.本産口989]pp.124-129. 英訳. N.H 
Samtani [2002] pp.173-178 
・ヴイールヤシュリーダッタ .Don rnam par gdon mi za ba'i 'grel pa (決定義経註)
cf. D.東北No.4365，Sna tshogs， Nyo.170回目173a5. P.大谷No.5852，Ngo mtshar bstan bcos， 
Jo.l93b2司196b3
関連典籍
イェーシェーギェルツェン 1三宝髄念経註J(東北No.6093). <仏地経論). <珠伽




る (cf.玄英訳『芸者伽師地論j巻第三十八「菩提品」第七 (f大正蔵.130， No.1579， 
p.498b-c)， Wogihara [1971J pp.91-92， D.東北No.4037，Wi.49a7-50乱1)9)。
-イェーシェーギ、エルツェン宝臆念経註J


















(D.Ngi.55b3) (p Ngi.69a5) インド語で Buddha a nu smr ti ti ka。チベット語でおngs




述しているので.重要で、あるo cf.藤田 [1977Jpp.88-89 
また， i菩陵地J菩提品に隠する H英決択分jの対応個所(大正蔵 31，p.707a-c)，ない
しf菩薩地jと対応、関係が知られているく荘厳経論>i菩提品」には，直接的に説き方が一





ω第一:如来の偉大な功徳、の本体のFうより，浄信 (Skt.prasada， Tib. rab tu dang ba) を
正しく生ずるためであるから. [声聞や独覚とも]共通 (thungmong ba) 121のものであ
る。
第二:[小乗の浬繋に入らずに]永久に有情の利益を成就する方使を〔分かりやす




[[聖仏随念経j15) Iこ]r 1.世故 2.如来， 3.応供， 4.正等党者， 5.明行足，
6.普:逝， 7.世間解， 8.無上調御丈夫， 9.天人蹄Jという]
九匂によって，
i意擬を征服したことと， (D.Ngi.55b6) 
16)説示性 (Skt.vakt~tva， Tib伊 ungba nyid) と実践性 (Skt.pratipatt~tva， Tib. sgrub pa 
11) cf.無箸?イムlil念設 D.Ngo.3892，Ngi.11b7 





13) nye bar ston pa. IウパデーシャJcf.山口 [1962Jp.15f. 
14) cf.無妻子;仏l随念註 D.Ngi.12a1
15) 袈イム1¥泡念経 ('Phagspa Sangsペgyas己的sudトanpa. D.mDo-sde， No.279， Ya.54b7同55al)ではこ
の前には，さらに次のような文言がある。「インド誇でAIJ四-Buddhanusmrti，チベット誇で
















ある O ちなみに，山口 [1973Jp.528には「説くことJI行ずることJ，本庄[1989Jp.125に
は f説り手性JI実践者性jと翻訳されている (cf.注17)。
!!J:親{乍;仏鎚念広言訟手話訳研究 115 












17) 類似した沼例としては?稔伽締地論 r摂事分Ja大正毅j30， p.778a-b)には，普く説か
れた法・律には行と采と郎 (stonpa)の円満があるとされている。
合田 [1995Jは.r stonpa nyidJを f説示」としている。 rston pa nyidJを向様に潔解する
例としてAbhisamaya!.抑止仰の rdarsanaJ. 1ゅのlabindu，Niyayabindu{ikaの rdarsanatvaJがあ
る (cf.Lok田hChandra [1990J p.980) 。十m訳では f決定義経設j から潔fif~できる原語i持の
じtrJ(動作者)と r-tvaJ (性質)をいかして.r教主jないし f数締」と綴訳した。また
内容からいっても矛盾はない。







円満，六つを「福分」と1手ぶjと説かれた。jという個所 (c王LEE[2oo1J p.36) を指摘す
る。六義があるというこの記述は. <仏地経論〉など喰議派の典籍. <現鋭~f厳論〉の設釈
文献など，後の著作にもよく依尽されているo cf.西尾 [1982Jpp.184-185. 石川 [1993J
pp.9-1O.ツルティム [2oo7Jp.62 
20) cf. 1.張者二円ムi箔念註 D.Ngi.12a3
































「初品第凶J(r大正蔵 25，No.1509， p.72a-b)， r稔伽師地論 f菩纏まI!!J菩提品 (f大正蔵;
30， p.499かclである。
22) cf.無表?イムj滋念註.JD.Ngi.l2a3 
23) cf.無着 HL、1¥抱念註 D.Ngi.12a5
なおく倶舎論>VlI智品 v.34への註釈では，如来には図の円満，果の円満，思円満の三つ
があるとされている。それらはさらに説明されるが，果の円満四つは，智慧，断除，威勢，
f立身の円満である。 cf.機部，小谷，本a[2004J p.l40“146 
24) 世親の日ムl随念広設jでは gsungba nyid kyi rg戸1mtshanであるが際着?仏総念註jに
ston pa'i mtshan nyidとなっている。
25) cf.無著汀ム随念註 D.Ngi12a5 
26) 法尊は，チベット文では「如去jというようにも翻訳されることを指摘し「如実に顛倒
なく正法を主主説するJという意味とする。そして f稔伽隔地論jより「言は虚妄無しゆ
えに如来と名づく jと引用する。これも f菩陵地J菩提品(f大iE蔵 30，p.499b)からであ
る。
27) cf.無著 HL.I泌念註 D.Ngi.12a6
なお sgrubpa nyidは，無著では thugssu chud pa (了解)となっている。
28) 仏果を断の円満と智の円満から捉えた記述は，唯識捻{加行派の典絡に見られる。例えば，




〈摂大乗論〉の終わりのこ寧である第九主主 (f結来としての民rrl~主 J) ，第十章 (f結果として
の智J) もこの枠組みを継承した構成であるしさらにく宝性議〉にも絞承されている。
c王長尾 [1987]p.298ff.. 高精 [1989]p.142 























唯議論 1巻第三J 大.iE蔵 31，No.1585， p.13a)や 5稔倣締地論 1菩薩地」務提品(大
正蔵 30，p.499b)からの引用である。
30) cf. 4!li著 Hム随念註 D.Ngi.12a7
なお?稔倣!郊地論 1菩陵地j菩提品(大正蔵 30，p‘499b)には，如来の十号として「婆
伽党」を第一に立て，如来，応などと列ねている。これは?大智度論;初品(大.iE25




31) cf.西尾 [1982]p.194;法尊は， 1正遜党知Jや「正害事正覚」とも翻訳されることを述べて
から， n会俄i 締:!tI!~命j の「その勝義のごとくに諸法を党るがゆえに，正等党と名づく j を引
用し散殺と同じく，これは諸fムの智慧の悶i詩により立てられた称号であるとしている。
さらに仏のみが功徳の図を党党するから，呆の称号を立てるという。これも r~会伽自帯地論j
「一斉藤地j菩提品(大正蔵j30， p.499b)からの引用である o cf.大智度論(大正J釦 25
No.1509 p.71c) 
32) cf.無事~ Hム隠念註 D.Ngi.12b1
33) (荘厳経論)氾(-XX1 57-58， (摂大衆論)cf.長尾 [1987]pp.376-378 
34) cf.1!族主ま?イムl強念言iJD.Ngi 12b4 法尊は「明行円満jとも翻訳できることを述べる。






























37) I行 (Skt.J car) Jの持つニ義.I実践する」と f移動する，動く」をかけた表現と忠われ
る。
38) 三学の通常の順序は.i到jえば;稔伽側地論 I声慌j地J(大正蔵J30， pp.435c-436a) . I摂
等分J(大.iE減 30，p創 7a) を参照。倒霞が起こる場合も「声問主主J(r大正蔵 30，
p.436a悶b)を参照。
39) cf.1喰著 5イムIl鐙念註 D.Ngi.12b7; 以下「善逝」まで河VIVL論. <決定義経註〉になし。
40) 無稽 5仏隠念註jでは.I戒内j荷と軌郎円満と行儀円満と行境円満との四つにより，初め
に心は安楽に触れて住するのであるから.I足jと誇った。」といい，説き方が異なる。
































19， I若尾 [1982]p.203; n:会伽締地論 r摂事分J(大lE蔵 30，p.877a-b) ;長音1経典3J(r南
仏大蔵経J8， p.186， p.211) ;悶訳一切経磁{加古1三Jp.980の注六には「三十二相経jを挙げ
ている。 5耳窓側i姉:lIl!論 131本<r大正毅 p.567b)には単に，広説は経説のとおりとしている。
5迦薬品j にはこれらについて，大乗の空観，三翰ì~f浄の観点から批判. 1上揚されているo
d 長尾，楼部 [1974]p.99 




47) cf.無事ま 5仏随念註 D.Ngi.13a5. 討会合1郎地誌jr声潟地J(r大正蔵 30，p.406b-408a) .矢
4反 [2003]
48) 稔倣!日南地論 r本地分J(f大正蔵J30， p.331a)によると， これは色界の凶静癒をいうこ
とになる O 諸々の禅定のうち，無色界には!感受が無いから，そして出世間の静慮は記別で
きないから，安楽伎とはされないからである O







臼)1善逝」という〔匂] (P.Ngi.71bl)これによって，どの (D.Ngi.57a5) ように逝く











50) cf.稔{担i御地論 r努蔭地j威力品に正蔵 30，p.491 c-495a) 
51) cf.1!医者 5仏総念註 D.Ngi.13b2
52) なおく集量論〉や (fi!:評釈〉では，忍惟の円満と行動の円満が，教主にとって悶の円満
であるとされている。!手m言を参照。
53) cf.無著 f仏laTI念註 D.Ngi.13b2;法号事は， r好去Jr女子説」などとも翻訳できることを述べ
る。 cf.大智度論 cr大iE蔵 25，No.1509， p.72a) 
なお主主逝の三つの功徳、については， <集;澄論自註釈>CD.No.4204， Ce.14b3冊5，手自訳.武B
[1968J pp.81周辺)に.1主設されることと退転しないことと余していないことが挙げられて




正蔵j25， No.1509 p.72a) 
54) cf.無著 f仏随念註 D.Ngi.l3b3
55) 原文はそのまま続いているが，今回は意味を考えて，区切って翻訳した。
56) cf. 1~~著汀ムi筏念註 D.Ngi.l3b3
57) 引ムl麹念広註jでは malus bar rdzogs pa C残らず完成した)であるが，然著 f仏laTI念詮j
にはただちに lbagpa ma med par thugs su chod pa (余さず了解した)となっている。
58) cf.注55
59) cf.然著 w、i抱念~H D.Ngi.l3b4 
60) 大乗では煩悩降だけでなく所知隊をも断じていないという意味で理解されるが，部派で













染汚の無知を有しているという記述がある。これに関して mChimsmdzod (4a2-6. PAN-CHEN 















61) c王無著 Hム随念註 D.Ngi.13b5
62) cf.藤図 [1977Jpp.89-90 




と名づく」を引用する O これも「菩蔭地j菩提品(大JEj蕊j30， p.499b)からであるo
cf. 大智度論J(大工E25No.1509 p.72a) 
なお藤沼 [1977Jp.92には， r大乗義章j巻ニート末(大正蔵J44， p.863c)など古く中国に
おいては，十号のうち，前の五の「如来Jから「務逝」までが自徳、をあらわし後の去の
rt世間解」から「世尊」までは利他の徳、をあらわすと解釈されていたという。
イェシェーギェルツェン (lla2ff.)に， r一般的に rl堂開 ('jigrten) Jというき説は，多く























ないのが. i il:1諒解Jという意味で、ある。jと説明してから，さらに教証として， <律:1河合〉








67) c五無著 f仏限i念設 D.Ngi.14a2，
68) 律すなわち調伏，教化については潟の調教の総えがよく用いられる。ツオンカパ若子選









※1) D.No.2， Ca.2b6】7，P.No.1031， Che.2b2，根本説一切有部戒経 (fjclEn総 24，No.1454， 
p.500cl3-14) 












なひたすらの]欲楽行 (Tib.'dod pa bsod nyams)と， [一部の沙問，婆羅門のような苦






を知る。このゆえに r~nU二土調街i丈炎」と名づく J を挙げている。 cf. 大智度論大正
蔵 25，No.1509， p.72b-c) 
また r~!!U二J を別の一号と読むのかどうかの問題については，藤凶 [1977J pp.88-89を参
照。なお調伏されるべき者たちの界が無設であることについては， r菩陵地jf安藤功徳品
<r大正蔵 30，p.548a-b)を参照。


















てもそれらを承けた記述が見られる C ナンダの行状はアーリヤ・シューラ若 5サウンダラ・
ナンダ(和訳，松議誠廉?端工Eなる難陀 1981)にまとめられている。アングリマーラに
は関しては，大乗において究党一来や仏性の主張の影響を承けた?央掘摩線経j(大正1出








cf. r戸開地」仔大正蔵 30，p.449b-c) 









者は，河童姓の無いもの (Skt.agotraka， Tib. rigs med pa) Jωをいう。福分を具えている
者は，声聞[・独党・如来]などの[三種類の]正覚に[三乗の]種姓とおりに立た















では r-[甥堤Jucchantika， r断善根J) という用語が使われる。 5稔倣!日前地論 r戸開地J
(大iE滋 30，No.1579， p.397c冊398b，語義と分析に関しては，小JI [2004J p.222圧を参照。
ここに出る「無緩姓Jr不定稜姓jを含めたま王種妓は， <拐{加経)(cf. Nanjio [1923J pp.63-65， 









ためである。 cf.<荘厳経論)r述求品JX 1 53-54， r弘法品JX I20 
76) c五無著印、随念設 D.Ngi.14b1






























77) cf. Samtani [1971J (p.246.8-9) 


















・穂慧 .rNam par bshad pa rな"spa'i bshad pa (Skt. Vyakhyベyukti-t;ika，釈軌論註)






















































いことと，諦と，真実と，誤りなく如実なること (malog pa ji lta ba bzhi心と，転倒


































































83) I仏，世尊jが f広がる (rgyaspa) Jと九勾になるという意味，あるいは行sangs)rgyas 
paJ.つまり真理に目覚め智慧が広がった者(仏)の省略形というこ説が考えられよう。
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にJといわれるこの意味は何であるのか，というと，如来の特徴を随念するようにで
ある。どのようにというと，広くお説きになったごとくである。「このようにさら
にjといって， rこのように行ってからjという意味で、ある。」
(付記 本庄良文氏より関連文獄の御提供，並びに御教示を頂いた。ここに謝意を表
します)
